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　2016年度に赤い羽根福祉基金による助成を開始して

から3か年目が経過し、最大3か年の助成を受けた団体に

よる活動が終了したことから実施しました。会議では、赤

い羽根福祉基金のめざすところである「先駆性」「モデル

性」をどれだけ発揮し、社会的な価値を生み出しながら、

社会に対する変化をもたらすことができたか、7団体に対

して評価を行いました。

　企業の社会貢献活動担当者を主な対象として、赤い羽根

福祉基金のめざすところである「誰一人取り残さない」社

会を実現するための社会課題の解決に向け、企業と共同募

金会による助成事業がパートナーシップを組む意義など

についてパネルディスカッションを通じて協議しました。

（2019年6月28日開催、29名参加）

助成プログラム評価会議

（2019年9月18日開催、61名参加）

赤い羽根SDGsセミナー

　第4回助成決定団体への授与式を開催し、新規助成先

11団体に対して助成決定証書の授与並びに、助成事業に

おける趣旨を伝えました。また、運営委員、審査委員と助

成先団体による懇談の場を設け、赤い羽根福祉基金の

ネットワークづくりを図りました。

（2019年4月24日開催、38名参加）

第4回助成授与式

　全国の共同募金関係者が一堂に会する「赤い羽根全国

ミーティングinやまぐち」にて、赤い羽根福祉基金の取

り組みを紹介する分科会を設けました。参加者に赤い羽

根福祉基金が取り組む、制度では対応できない様々な課

題とそれを解決する活動を知っていただくとともに、助

成先団体の情報交換や交流の場づくりを行いました。

（2019年5月30日開催、33名参加）

赤い羽根全国ミーティングinやまぐち
～助成事業の紹介及び情報交換の場づくり～

赤い羽根福祉基金事業に関わる研修・会議等

～助成事業開始にあたってのネットワークづくり～

～団体の更なる発展に向けた振り返り～

～「誰一人取り残さない」社会の実現をめざして～


